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【第 1問】古代オリエント文明に関する次の文章Aと Bを読むとともに、写真【Ⅰ】および
【Ⅱ】を参照し、下の問い（問 1～10）に答えなさい。

Ａ
古代オリエント文明では、大河の治水・灌漑農業を指導するため、宗教の権威によって民衆

を統治する強力な神権政治が発達した。⒜「ナイルのたまもの」といわれたエジプトでは、前
3000年頃から統一国家がつくられ、およそ30の王朝が交替した。そのうちとくに繁栄した時代
は古王国、中王国、⒝新王国の 3 期に区分される。

ピラミッドはエジプト王の絶大な権力を象徴している。⒞写真【Ⅰ】のなかの向かって右側
にあるピラミッドは、クフ王の墓といわれ、ひときわ巨大である。

エジプト人は霊魂の不滅と死後の世界を信じた。「死者の書」には、死者に対して最後の審
判を行う冥界の王（　ア　）が描かれている。彼らが使用したエジプト文字には、神聖文字と

（　イ　）があった。前者は碑文や墓室・石棺などに刻まれ、後者はパピルスに書かれた。

写真【Ⅰ】

問 1 　下線部⒜エジプトを「ナイルのたまもの」と書き記した人物名として最も適当なもの
を、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　 1 　
①サッフォー
②ヘロドトス
③トゥキディデス
④ソフォクレス
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問 2 　下線部⒝新王国の説明として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号
で答えなさい。　 2 　
①積極的な外征でササン朝へと進出した。
②末期にはヒクソスの流入に見舞われ、一時期混乱した。
③この地に移住していたヘブライ人を圧政で苦しめた。
④その最大領域は、アラビア半島の南部にも及んだ。

問 3 　下線部⒞写真【Ⅰ】のピラミッドのある地として最も適当なものを、次の①から④の中
から一つ選び、番号で答えなさい。　 3 　
①ギザ
②テーベ
③メンフィス
④アレクサンドリア

問 4 　空欄（　ア　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　 4 　
①オシリス
②イリアス
③ホメロス
④タレス

問 5 　空欄（　イ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　 5 　
①楔形文字
②民用文字
③表音文字
④甲骨文字
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Ｂ
エジプトとともに、古代オリエントで文明が発達したのが、⒟メソポタミア地方である。

⒠ティグリス川とユーフラテス川にはさまれたこの地では、前3000年頃から都市文明が栄えた。
各都市では前2700年頃までに（　ウ　）人の都市国家が多く形成された。⒡写真【Ⅱ】は、そ
うした都市国家における遺跡の復元例である。

メソポタミアでは、⒢実用的な技術や学問が発達した。宗教的には多神教の世界であったが、
民族が交替するごとに最高神がかわったことも特徴といえる。

写真【Ⅱ】

問 6 　下線部⒟メソポタミアに関する説明 X、Y、Z について、その正誤の組合せとして最も
適当なものを、次の①から⑥の中から一つ選び、番号で答えなさい。　 6 　

Ｘ：メソポタミアとは、ヨーロッパからみて「日ののぼるところ」という意味である。
Ｙ：今日のイラクとほぼ重なる。
Ｚ：セム語系の人々が移住してきた。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：誤
③Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：正
④Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：誤
⑤Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：正
⑥Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：誤
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問 7 　下線部⒠ティグリス川とユーフラテス川に関する説明 X、Y、Z について、その正誤の
組合せとして最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ選び、番号で答えなさい。 
　 7 　　

Ｘ：ティグリス川はユーフラテス川の東にあり、その流域にはニネヴェがある。
Ｙ：ユーフラテス川の流域では、シドン、ティルスなどが栄えた。
Ｚ：ユーフラテス川は、最後はペルシア湾に注いでいる。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：正　
②Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：誤
③Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：正
④Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：誤
⑤Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：正
⑥Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：誤

問 8 　空欄（　ウ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　 8 　
①アッカド
②バビロン
③ヒッタイト
④カッシート
⑤フェニキア
⑥シュメール

問 9 　以下の文章は、下線部⒡写真【Ⅱ】に関する説明であるが、空欄 X、Y、Z に当てはま
る語句の組合せとして最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ選び、番号で答えな
さい。　 9 　

都市国家（　X　）にあり、復元された（　Y　）づくりの遺跡で、（　Z　）と呼ばれ
る。

①Ｘ：ウル　　　　　　Ｙ：煉瓦　　Ｚ：ジッグラト
②Ｘ：ウル　　　　　　Ｙ：石　　　Ｚ：ジッグラト
③Ｘ：ウル　　　　　　Ｙ：石　　　Ｚ：バベルの塔
④Ｘ：ペルセポリス　　Ｙ：煉瓦　　Ｚ：ジッグラト
⑤Ｘ：ペルセポリス　　Ｙ：石　　　Ｚ：バベルの塔
⑥Ｘ：ペルセポリス　　Ｙ：煉瓦　　Ｚ：バベルの塔
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問10　下線部⒢メソポタミアで発達した実用的な技術や学問に関する説明 X、Y、Z について、
その正誤の組合せとして最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ選び、番号で答え
なさい。　10　

Ｘ：六十進法が用いられた。
Ｙ：太陰太陽暦が用いられた。
Ｚ：ゼロの概念がうみだされた。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：誤　
③Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：正
④Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：誤
⑤Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：正
⑥Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：誤　
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【第 2問】　内陸アジア世界におけるトルコ系民族の進出と、そのイスラーム化に関する次の文
章AとBを読み、下の問い（問 1～10）に答えなさい。

Ａ
中央アジアには東西交易路である⒜「オアシスの道」が通っていた。この道に沿う地域の住

民の多くは、インド＝（　ア　）系の言語を話していたが、 6 世紀に、（　イ　）がおこり、
大きな遊牧国家をつくると、しだいにトルコ系の要素が加わることになった。

8 世紀半ばにモンゴル高原に進出したトルコ系のウイグル人は、⒝ソグド人とともに豊かな
遊牧国家を形成した。しかし、ウイグルは（　ウ　）の攻撃をうけて滅亡し、その一部は中央
アジアのオアシスに定住するようになった。こうして、中央アジアのトルコ化が進展していっ
た。

問 1 　下線部⒜「オアシスの道」に沿って存在する都市名として誤っているものを、次の①か
ら④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　11　
①敦煌
②イリ
③サマルカンド
④カシミール

問 2 　空欄（　ア　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　12　
①イラン
②ウラル
③アルタイ
④シナ　

問 3 　空欄（　イ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　13　
①契丹
②西夏
③突厥
④金

問 4 　下線部⒝ソグド人に関する説明として誤っているものを、次の①から④の中から一つ選
び、番号で答えなさい。　14　
①サマルカンドなどのオアシスに住んでいた。
②イスラーム化以前には，ゾロアスター教を弾圧した。
③遊牧国家のなかに植民集落をつくった。
④商業活動にすぐれ、ユーラシアの東西を交易で結んだ。



世－7

問 5 　空欄（　ウ　）に当てはまる遊牧民の名として最も適当なものを、次の①から④の中か
ら一つ選び、番号で答えなさい。　15　
①ツングース
②キルギス
③スキタイ
④エフタル

Ｂ
中央アジアでトルコ化した地域は⒞トルキスタンと呼ばれ、その領域は広く及んだ。⒟イス

ラーム勢力と唐との戦闘が行われたタラス河畔もこの地域に属していた。この地で⒠ムスリム
商人の活動が活発になると、（　エ　）周辺まで進出していたトルコ人がイスラームとはじめ
て接触することとなった。

西トルキスタンでは、 9 世紀にイラン系の（　オ　）朝が建国された。トルコ人のイスラー
ムへの改宗は、この政権のもとで大いに進展した。

問 6 　下線部⒞トルキスタンに関する説明 X、Y、Z の正誤の組合せとして最も適当なものを、
次の①から⑥の中から一つ選び、番号で答えなさい。　16　

Ｘ：アラビア語でトルコ人の居住地という意味である。
Ｙ：トルキスタンという呼称が成立したのは、 9 世紀に中央アジアのトルコ化が短期間に

完結した結果である。
Ｚ：トルキスタンの範囲は、モンゴル高原をはさんで東西にひろがっていた。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：誤
③Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：正
④Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：誤
⑤Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：誤
⑥Ｘ：誤　　Ｙ：誤　　Ｚ：誤
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問 7 　下線部⒟タラス河畔の戦いに関する説明 X、Y、Z の正誤の組合せとして最も適当なも
のを、次の①から⑥の中から一つ選び、番号で答えなさい。　17　

Ｘ：この戦いの舞台となったタラス川は、天山山脈から流れている。
Ｙ：唐の軍隊と戦ったのは、ウマイヤ朝の軍隊である。
Ｚ：この戦いを契機に製紙法がイスラーム教徒に伝播した。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：誤
③Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：正　
④Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：誤
⑤Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：正
⑥Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：誤

問 8 　下線部⒠ムスリム商人の活動に関する説明 X、Y、Z の正誤の組合せとして最も適当な
ものを、次の①から⑥の中から一つ選び、番号で答えなさい。　18　

Ｘ：イスラーム教の教えに反するという理由で、奴隷交易には従事しなかった。
Ｙ：陸路交易だけでなく海上交易にも従事した。
Ｚ：ユーラシアの東西交易の仲介はできなかった。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：誤
③Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：正
④Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：誤
⑤Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：正
⑥Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：誤

問 9 　空欄（　エ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　19　
①アラル海
②黒海
③死海
④カスピ海
⑤紅海
⑥黄海
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問10　空欄（　オ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　20　
①アッバース
②カラハン
③ガズナ
④サーマーン
⑤アイユーブ
⑥ヤゲウォ
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【第 3問】ウィーン体制の成立とその動揺に関する次の文章AとBを読むとともに、地図【Ⅰ】
を参照し、下の問い（問 1～10）に答えなさい。

Ａ
1814年から15年にかけて⒜オーストリアのウィーンで開かれた会議（ウィーン会議）は、ヨ

ーロッパのほぼすべての国の支配者が参加した大規模かつ長期的な国際会議であった。ウィー
ン会議の結果、自由主義と（　ア　）主義は抑えられ、ヨーロッパの現状維持をめざす⒝メッ
テルニヒらの保守主義が優位になった。また、この会議ではフランス代表として参加し、⒞正
統主義を唱えた（　イ　）の存在も大きかった。

問 1 　下線部⒜ウィーン会議に関する説明として最も適当なものを、次の①から④の中から一
つ選び、番号で答えなさい。　21　
①この会議にオスマン帝国は参加しなかった。
②この会議の結果、ナポレオンはエルバ島に流された。
③この会議の時のオーストリアは、ハンガリーと二重帝国を形成していた。
④この会議の時のオーストリア皇帝は、ヨーゼフ 2 世であった。

問 2 　空欄（　ア　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　22　
①国民
②国家
③啓蒙
④資本

問 3 　下線部⒝メッテルニヒに関する説明 X と Y について、その正誤の組合せとして最も適
当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号で答えなさい。　23　

Ｘ：ウィーン会議を主導した時は、オーストリアの宰相であった。
Ｙ：その政策は鉄血政策と呼ばれた。

①Ｘ：正　　Ｙ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：誤
③Ｘ：誤　　Ｙ：正
④Ｘ：誤　　Ｙ：誤
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問 4 　下線部⒞正統主義の説明として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番
号で答えなさい。　24　
①ローマ教皇の権威を至上とする理念
②フランス革命前の王朝と旧制度に戻そうとする理念
③政教分離原則を徹底化する理念
④国王の権威は神から与えられたものであるとする理念

問 5 　空欄（　イ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　25　
①外相タレーラン
②宰相タレーラン
③財相ネッケル
④外相ロベスピエール

Ｂ
ウィーン会議後のヨーロッパでは、⒟ナポレオン全盛時の領土が解体・再編され、列強の協

議によって（　ウ　）と平和を維持する国際秩序（ウィーン体制）が確立した。こうした列強
体制を支えていたのが、（　エ　）と⒠イギリスであった。

しかし、ウィーン体制成立後も⒡各国で自由主義的改革をもとめる動きはおさまらず、動揺
は続いていった。

地図【Ⅰ】

バルト海
X

Z

Y

北海

大西洋

地中海

ロシア帝国
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問 6 　下線部⒟ナポレオン全盛時の領土の解体・再編に関して、地図【Ⅰ】はウィーン会議後
のヨーロッパの状況を示しているが、X、Y、Z の説明について、その正誤の組合せとし
て最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ選び、番号で答えなさい。　26　

Ｘ：オランダにゆずられた領土である。
Ｙ：ドイツ連邦の境界線を示している。
Ｚ：この国名はワルシャワ大公国である。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：誤
③Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：正
④Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：誤
⑤Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：正
⑥Ｘ：誤　　Ｙ：誤　　Ｚ：正

問 7 　空欄（　ウ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　27　
①覇権主義
②大国主義
③勢力均衡
④民族自決主義
⑤貴族主義
⑥立憲君主政

問 8 　空欄（　エ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　28　
①ロシア
②プロイセン
③スペイン
④ギリシア
⑤オランダ
⑥神聖ローマ帝国
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問 9 　下線部⒠ウィーン会議後のイギリスの説明として誤っているものを、次の①から⑥の中
から一つ選び、番号で答えなさい。　29　
①スリランカ（セイロン島）の領有が認められた。
②アイルランドを併合し、連合王国に編入した。
③ケープ植民地の領有が認められた。
④オーストリアなどとともに、四国同盟に加わった。
⑤カニング外相のもと、メッテルニヒの政策から距離をおくようになった。
⑥団結禁止法が撤廃された。

問10　下線部⒡各国の自由主義的改革をもとめる運動として誤っているものを、次の①から⑥
の中から一つ選び、番号で答えなさい。　30　
①ドイツの学生組合（ブルシェンシャフト）による改革要求がだされた。
②スペインで立憲革命がおきた。
③イタリアでカルボナリが蜂起した。
④ルーマニアでデカブリストの乱がおきた。
⑤ギリシアでオスマン帝国からの独立運動がおきた。
⑥ラテンアメリカで独立運動がおきた。
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【第 4問】ロシア革命に関する次の文章AとBを読み、下の問い（問 1～10）に答えなさい。

Ａ
ロシアは第一次世界大戦に参戦したが、⒜あいつぐ敗北と生活の悪化で、国民の間に戦争継

続に反対する声が広がっていった。1917年 3 月 8 日、当時の首都（　ア　）で民衆の大規模な
ストライキやデモがおこり、労働者や兵士は（　イ　）を組織して、革命を推進した。⒝皇帝
は退位し、およそ300年続いたロマノフ朝はついに消滅した。国会では、（　ウ　）を中心とす
る臨時政府が組織された。

問 1 　下線部⒜ロシアが敗北した戦いとして最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選
び、番号で答えなさい。　31　
①マルヌの戦い
②ソンムの戦い
③タンネンベルクの戦い
④ヴェルダンの戦い

問 2 　空欄（　ア　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　32　
①キーウ（キエフ）
②モスクワ
③レニングラード
④ペトログラード

問 3 　空欄（　イ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　33　
①ソヴィエト
②インターナショナル
③コミンテルン
④ドゥーマ

問 4 　下線部⒝この皇帝の名として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ選び、番号
で答えなさい。　34　
①ニコライ 1 世
②ニコライ 2 世
③アレクサンドル 1 世
④アレクサンドル 2 世
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問 5 　空欄（　ウ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から④の中から一つ
選び、番号で答なさい。　35　
①共産党
②社会党
③立憲民主党
④労働党

Ｂ
1917年 4 月、⒞レーニンが亡命先の（　エ　）から帰国して、（　オ　）テーゼを発表し、

革命をさらにおしすすめる方針を示した。レーニンは11月 7 日、武装蜂起を指揮して、臨時政
府を倒し、権力を握った。

⒟新政権の樹立によって、臨時政府の示した方針は大きく転換し、「平和に関する布告」と
⒠農民に対する「土地に関する布告」が採択された。ここに一連の革命は達成されたが、その
後の歩みは順調ではなかった。

問 6 　下線部⒞レーニンに関する説明文の空欄 X、Y、Z に当てはまる語句の正誤の組合せと
して最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ選び、番号で答えなさい。　36　

多数派を意味する（　X　）を率いて、少数派を率いる（　Y　）らと対抗した。 
（　Z　）は1917年11月の武装蜂起の際、レーニンと行動をともにした。

Ｘ：ボリシェヴィキ　Ｙ：プレハーノフ　Ｚ：トロツキー

①Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：誤
③Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：正
④Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：誤
⑤Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：正
⑥Ｘ：誤　　Ｙ：誤　　Ｚ：正

問 7 　空欄（　エ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　37　
①イギリス
②ドイツ
③フィンランド
④オランダ
⑤ノルウェー
⑥スイス
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問 8 　空欄（　オ　）に当てはまる語句として最も適当なものを、次の①から⑥の中から一つ
選び、番号で答えなさい。　38　
①二月
②三月
③四月
④五月
⑤六月
⑥七月

問 9 　下線部⒟臨時政府または新政権に関する説明として最も適当なものを、次の①から⑥の
中から一つ選び、番号で答えなさい。　39
①臨時政府樹立の際、当初これを率いたのはケレンスキーであった。
②臨時政府は社会革命党の支持をうけなかった。
③臨時政府は議会を招集しようとせず、民意にさからって戦争を継続した。
④新政権は事実上の一党支配を確立した。
⑤新政権のもとでも、ドイツには講和を呼びかけなかった。
⑥新政権は「無併合」、「民族自決」の二つのみを原則として講和を呼びかけた。

問10　下線部⒠ロシア農民・農村の状態に関する説明 X、Y、Z の正誤の組合せとして、最も
適当なものを、次の①から⑥の中から一つ選び、番号で答えなさい。　40　

Ｘ：ロシア革命の結果、農奴解放令がだされた。
Ｙ：農村共同体をミールという。
Ｚ：トルストイは『罪と罰』において、ロシア農民の悲惨さを描いた。

①Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：正
②Ｘ：正　　Ｙ：正　　Ｚ：誤
③Ｘ：正　　Ｙ：誤　　Ｚ：正
④Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：正
⑤Ｘ：誤　　Ｙ：誤　　Ｚ：正
⑥Ｘ：誤　　Ｙ：正　　Ｚ：誤　


